
 

2025年度 経済学専攻修士課程開講科目 

 
履修方法 

(1) 演習科目群のうち、1科目(8単位)を選択する。 

(2) 専門科目群から24単位以上を選択履修する。そのうち、演習科目群「特別演習」を含むこ 

   とができる。（その際、開講されている演習に受講依頼し、教員の許可を得た上で履修する。） 

(3) 修了までに選択した演習科目の担当教員から研究指導を受けて、修士論文を作成提出し、その 

   審査に合格しなければならない。ただし、学則第17条に該当する科目6単位までを含むこと

ができる。 

 



 

2025年度 経営政策専攻博士前期課程開講科目 

 
履修方法 

(1) 演習科目群から、1科目(8単位)を選択し履修する。 
(2) 企業経営特別研究のほか、税法系演習にあっては税法研究 1（所得税）、税法研究 2（資産税）、 
   税法研究3（法人税）の3科目、その他の演習にあっては演習指導教授が担当する1科目を含 
   み、基本科目群から10単位以上、展開科目群から6単位以上を履修する。 

(3) 修了までに計32単位以上を修得する。ただし、学則第17条に該当する科目10単位までを含む 

   ことができる。その上で、選択した演習科目の担当教員から研究指導を受けて、修士論文を作 

   成提出し、その審査に合格しなければならない。 



 

2025年度 英語学専攻修士課程開講科目 

 
履修方法 

(1) 論文演習科目のうち、1科目を選択し、論文演習科目と同じ授業科目を基本科目及び特殊研究 

   科目から各1科目履修する。 

(2) 基本科目及び特殊研究科目のうちから(1)で選択した科目を除いた2科目以上を履修する。 

(3) 展開科目群のうち6科目（12単位）以上を選択履修する。 

(4) 修了までに計32単位以上を修得し、選択した演習科目の担当教員から研究指導を受けて、修士 

   論文を作成して提出し、その審査に合格しなければならない。 

(5) 論文演習科目を除いて、基本科目、特殊科目及び展開科目より8単位を追加して履修し、特定 

   の課題についての研究成果（課題等については、指導教員の研究指導による）を作成すること 

   により、修士論文に代えることができる。 

 

 

 

 

 



 

2025年度 国際文化協力専攻修士課程開講科目 

 

履修方法 

（1）専門科目群のうち、共通科目2単位を含み22単位以上履修する。ただし、国際文化協力領域ま 

   たは国際文化領域のいずれかを主または副として、主とする領域から 10 単位以上履修するこ

と。 

（2）研究指導科目8単位を履修する。 

（3）修了までに計30単位以上を修得し、必要な研究指導を受けた上で、修士論文または特定の課題 

   に関する研究の成果を提出し、審査及び最終試験に合格すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2025年度 経営政策専攻博士後期課程開講科目（2025年4月以降入学者対象） 

 
履修方法 

3科目選択必修12単位を修得し、研究指導（8単位）を受け博士論文の審査、及び最終試験に合格す

ること。 

  



 

2025年度 経営政策専攻博士後期課程開講科目（2025年3月在籍者対象） 

 

履修方法 

3科目選択必修12単位を修得し、研究指導（8単位）を受け博士論文の審査、及び最終試験に合格す

ること。 

  


